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PROFILE　東京都出身。ヴァイオリニストの両親のもと、3歳よりヴァイオリンを始める。2009年、ハノーファー国際コンクール
にて史上最年少で優勝。聴衆賞、音楽評論家賞も同時に受賞。国内外の音楽祭への参加や各国のオーケストラとの共演を重
ねている。2009年度第20回出光音楽賞受賞。2011年CDデビュー。現在、ウィーン私立音楽大学に在籍。

常磐津清若太夫（ときわずきよわかだゆう）＝幼少より父・藤間光之助のもとで日本舞踊を修行。1957年より四世常磐津松尾太夫に師
事し、1965年に清若太夫の名を許され師範に。2000年に重要無形文化財常磐津節（総合認定）保持者に認定される。常磐津協会理事。

　音楽一家で育ち、演奏家になりたい

と強く意識したのは10歳の頃。歴代

のヴァイオリニストの名演奏を集めた

DVDの個性豊かな演奏に衝撃を受け、

これだと思った。作曲家の意を汲み、

ヨーロッパの伝統的な音楽を深める。

そして、音色の追求にも貪欲だ。「音

楽は、意欲次第でいくらでも上手くな

るし、満足することがないから続けら

れる。年齢によって味わいが変ってく

るのも魅力」と語る。近年では、ヴィ

オラにも挑戦。室内楽をやることで、

まわりの音の聴き方が変わり、視野が

広がった。指揮の視点からもオーケス

トラの勉強をしたいと、音楽への意欲

はとどまらない。これからは「一般の

人に、クラシック音楽をもっと身近に

感じてもらえる活動も」という。10

年後は？「いい演奏を重ねていきたい。

その延長に未来はある」

若き実演家の未来

ヴァイオリニストの王道を歩む

「常磐津節の魅力は、語りの楽しさ」と

常磐津清若太夫さん。語り手である太

夫と三味線方とで演奏する浄瑠璃の一

派。江戸で生まれ、歌舞伎の舞踊劇の

伴奏音楽として発展。同じ江戸浄瑠璃

の清元節が江戸の町の雰囲気を切り取

るのに対し、常磐津節の演目には物語

がある。「時代とともに上品さが求め

られて唄の要素が強くなったが、もと

もとはストーリーに重きをおく『語り

もの』の代表なのです」

　常磐津節の演目には、足柄山で母親

と暮らしていた金太郎が源氏にスカウ

トされて都で侍大将になる『山姥』など、

多様なキャラクターが登場。それを衣

装・かつらなど一切つけず、座ったま

ま演じ分ける。「お姫様からお爺さん

まで、声だけで何にでも変身します」

かつては一般的な習い事のひとつだっ

た常磐津。「いまは触れる機会が減って

いますが、栄養を摂るようなつもりで

味わって聴いてほしいですね」

ストーリーに重きをおく『語りもの』の代表

三浦文彰
Miura Fumiaki

瞬演の舞台から 常磐津節

BOOKアートディレクターの眼

『維新派 MAREBITO』
（瀬戸内国際芸術祭2013参加）

2013年10月5日（土）～14日（月祝）
岡山・犬島 海水浴場
構成：松本雄吉／音楽：内橋和久
デザイン：東學（188）／写真：井上嘉和

人が手を繋いで海岸沿いに立って撮影されたこの
写真を見た時には、無性にこの公演を見たくなっ
た。フライヤーには公演内容が書かれていないの
だが、わざわざ公演会場である犬島で撮影された
と思われるこの写真だけで十分である。会場には
船を使って行くのだが、それも魅力的だ。

『あいちトリエンナーレ2013
パフォーミングアーツ』
2013年8月10日（土）～10月27日（日）
愛知芸術文化センター・まちなか会場他
デザイン：POWDER DESIGN

多くの実演家が出演するフライヤーは、メインビジュ
アルをどうするか？出演者の名前をどう入れるか？
などと色々気を使うと思うのだが、象徴的なシル
エットを使ったこと、そして出演者の名前をブルー
１色で大きく入れることによりメッセージ性の強い
素敵なフライヤーに仕上っている。

最近色々な公演のフライヤーが面白くなって来ている。
ここでは10月から12月に上演される、劇団・ダンス・演奏会などのフライヤーの中から、
ちょっと気になるものを、本誌アートディレクターが選んでみた。

新村則人＝アートディレクター。1960年山口県生まれ。主な仕事に資生堂、無印良品キャンプ場、エスエス製薬、東京オリンピック招致など。

［プレゼント応募方法］ SANZUIウェブサイト（http://www.cpra.jp/sanzui/）よりお申し込みください。
締切は2014年1月10日（金）。当選のお知らせは、発送をもってかえさせていただきます。

直木賞作家、三浦しをんさんが文楽の魅力を伝え
るエッセイ。現代人には理解しがたい登場人物の
台詞に鋭い突っ込みを入れ、うまい義太夫ほど良
い睡眠が得られると力説する。なかなか聞きにく
い素朴な質問を出演者に直接ぶつけ、人物的魅
力も引き出す。楽しい文章の中にも鋭い指摘、文
楽への深い愛が光っている。伝統芸能は敷居が高
いと敬遠する人も、本書を読めば文楽を見たくな
ること間違いなし。同書の取材を通じて生まれた
小説、「仏果を得ず」も併せてお勧め。

（スタッフ 榧野睦子）

音楽をモチーフに、シンプルな線で描かれた世界
が、言葉にのって紡ぎ出される。ソングブック用に
描かれたスケッチブックから生まれた詩集。ペー
ジをめくるごとに想像が広がり、人を愛する気持
ち、生き物への愛おしさが柔らかく伝わってくる。
優しい世界の詰まった冊子は、丁寧に綴じられ、濃
い青色の表紙にくるまれている。ケースに入って、
とっておきのプレゼントにも最適の一冊。ゆめあ
る舎ホームページには、制作日誌も。
http://www.yumearusha.com/senhautau/

（スタッフ 大井優子）

『あやつられ文楽鑑賞』
三浦しをん
双葉文庫　630円（税込）

『せんはうたう』
詩 谷川俊太郎
絵 望月通陽
ゆめある舎　1890円（税込）

現在、戯曲賞に名を冠する岸田國士。軍人の家庭
に育つも演劇を目指す。終生、演劇には何が要る
かを問い続けた岸田の「演劇革新」という到達点
を大笹・SANZUI編集顧問が解明する。

今号の巻頭に登場していただいたダンサー、森山
開次さんによる“からだ”をモチーフにした素敵な
舞台『LIVE BONE』オリジナルTシャツ。これを着
て、みんなで楽しく踊っちゃおう！

PRESENT

A. 
大笹吉雄サイン入り本
『最後の岸田國士論』
中央公論新社 ２，１００円（税込）

５名様

B. 
森山開次
サイン入りTシャツ
Ｍサイズ・Ｌサイズ
各２名様

と き わ ず

きよもと

くにお

（実際のチラシは横位置。使用写真のみ縦位置で掲載）
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